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本学看護学部では平成 29年度より国際交流活動を開始し，平成 30年 3月に「米国における看護学生の海外研修」

を初めて実施した。研修に参加した学生 6名は，カリフォルニア州ロサンゼルス近郊にあるラ・ミラダ市で，ホームステ

イ体験をしながら大学や医療施設において学術交流および異文化交流を行った。学術交流として，バイオラ大学看護学

部における講義や演習の聴講，コミッショニングセレモニーを見学した。さらに PIH（プリスビテリアン・インターコミュ

ニティ・ホスピタル）およびマグネット・ホスピタルであるセント・ジョセフ病院，サウスベイ・ヘルスケアセンターにお

いて視察を行った。本稿では，これらの研修内容について報告するとともに，研修を通して明らかとなった米国の看護の

実情，学生の学びと自己成長について，さらに今後の国際交流活動を発展的に継続させるための課題について考察する。
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I．はじめに

総務省は地域における多文化共生への取り組みを推進

している 1）。日本に定住する外国人登録者数は年々増加

しており，医療・看護においても多文化への対応のニー

ズはいっそう高まっていると考えられる。日本看護協会は，

「看護者は国籍，人種・民族，宗教，信条，年齢，性別

及び性的指向，社会的地位，経済的状態，ライフスタイ

ル，健康問題の性質にかかわらず，対象となる人々に平

等に看護を提供する」2）ことを明記している。日本看護

系大学協議会では，看護学士課程におけるコアコンピテ

ンシーとなる看護実践能力と卒業時到達目標の 1つに

「グローバリゼーション・国際化の動向における看護のあ

り方について理解できること」を挙げている 3）。これらか

ら，看護系大学では，多様な文化をもつ人々に柔軟に対

応できる看護職を育成していくことが求められており，国

際交流を推進していくことは重要であると考える。

カルデナスらによる調査 4）では，私立看護系大学の 7

割以上で組織的な国際交流活動が行われており，そのう

ち国際交流センター等の独立した組織部門を設置してい

る大学は 35.7%と最も多かった。次いで「看護教員・事

務の組織」「看護教員・大学・事務の組織」「看護教員

のみ」の順であることが報告された。また，各大学にお

ける国際交流活動の予算については，66.7%が学内予算

による活動であり，国際交流活動の課題として活動を展

開するための人材不足による教員への負担，資金不足，

英語ができる教員の不足などが明らかとなった。

また，濱畑らの看護学生に対する国際交流についての

意識調査 5）では，「看護の実情を知りたい国」「学生研

修を希望する国」として 4割近い学生が米国と回答し，次

いでヨーロッパが多かった。希望する研修費用としては，

20万円以内を希望する学生が最も多かった。

山口らは，学生の海外研修に教員が引率することの意

義について，語学力を磨き，国際的視座から柔軟に看護

を捉えるきっかけとなることや，グローバル化に対応でき

る学生を育むには，まずは教員が看護におけるグローバ

ル化の意義を経験的に理解し，視野を広げることが必要

である 6）と述べており，国際交流活動を通して学生とと

もに教員の成長も期待されることが考えられる。

本学看護学部のディプロマポリシーでは，「国内外に

おいて国際的視野に立って看護を実践する素地を身につ

ける」ことを教育目標の 1つに掲げている。グローバル

な人材育成を目指した国際交流活動は看護学部において

も重要である。本学看護学部では平成 29年度に国際交

流委員会を発足させ，国際学術交流の一環として「米国

における看護学生の海外研修」を企画・運営した。本稿

では，その研修内容について報告するとともに，今後も

国際交流活動を発展的に継続していくための課題につい

て考察する。

II．研修報告

1．研修に向けた調整および学生支援

1）研修施設の選定

本研修は，米国カリフォルニア州オレンジ郡ラ・ミラダ

市にあるバイオラ大学とその周辺にある医療施設におい

て実施することとなった。ロサンゼルス空港からのアクセ

スは車で 1時間以内であり，治安のよい住宅街に位置す

る。日本の看護学生の短期研修を数回受け入れた実績

があり，学術交流をするための研修施設として相応しい

と考えられた。また，バイオラ大学看護学部生の臨地実

習施設であるプリスビテリアン・インターコミュニティホ

スピタル（以下，PIHとする），大学近郊にあり，質の高

い看護を提供しているマグネット・ホスピタルであるセン

ト・ジョセフ病院，日系アメリカ人が多く入所するサウス

ベイ・ヘルスケアセンター，日系アメリカ人の歴史を学

ぶことができる全米日系人博物館を研修施設として選定

した。

2）研修参加者の決定

本学看護学部の学生 2～4年生を対象とし，研修説明

会を開催し，参加者 10名を募った。志望動機書および

面接によって参加意思を確認し，6名の学生（3年生 2

名，4年生 4名）を決定した。
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3）研修日程

本研修は，平成 30年 3月 17日（土）から 3月 25日

（日）に実施し，8泊 10日の日程とした。日程の詳細は

表 1に記載している。3月 17日から 5日間は，現地の家

族の協力を得てホームステイ体験を実施した。

4）研修プログラムの構築

本研修プログラムは，バイオラ大学で実施された他大

学の海外研修プログラム 7）を参考に，米国の医療・看

護を熟知した教員によって各施設の研修コーディネーター

と直接交渉しながら構築したものである。

5）渡航前の学習支援

研修地域および研修施設の特性について，学生が主

体となって学習する機会をつくった。また，英語担当教

員による学習会（日常英会話，医療・看護の専門用語，

自己紹介の方法等）を 15時間実施した。さらに，マグ

ネット・ホスピタルについて国際看護論担当の教員によ

る講義を実施し，必要な知識の習得を図った。加えて，

渡航前に 2回のオリエンテーションを実施し，学生の準

備状況を高めるための支援を行った。

2．各施設における学術交流

1）バイオラ大学における研修

バイオラ大学は 1908年に開設され，現在学生数は約

6,000人，6学部を有する総合大学である。看護学科は

1946年に開設され，健康科学技術学部（School of 

Science, Technology and Health）に属する。キリスト教の

信念を統合した看護実践を大切にした看護師（RN: 

Registered Nurse）を養成しており，卒業までに 4年半を

要する。看護学科が属する健康科学技術学部は 2017年

に新校舎が建設され，看護技術を学ぶための最新設備

であるシミュレーションラボを備えている。学生は，集中

治療室から分娩までさまざまな臨床の場を想定した環境

で看護技術を学んでいる。

（1）講義・演習の視察

本研修では，このシミュレーションラボでの演習を視察

した。演習では，TA（Teaching Assistant）として 4年生

が下位学年を指導する役割を担っていた。4年生はそれ

までの臨地実習での経験から基礎的な看護技術を習得し

ており，教員とともに演習指導をすることによって教育実

践能力やリーダーシップ能力を養う機会となっていると考

えられた。バイオラ大学の学生は，臨地実習において投

薬を含む様々な診療技術の実施が求められるため，臨地

実習前には技術試験に合格しなければならない。また，

実習と講義・演習が並行して行われるようなカリキュラム

となっており，知識と技術が統合しやすいカリキュラム編

成になっている。日本では無資格の看護学生が臨地実習

で点滴や投薬等の診療援助技術を実施することが難しい

状況にあり，これらの技術は卒後に医療現場の中で技術

習得していくことが一般的である。米国のように学生の時

から様々な医療行為を実践できる機会に恵まれることで，

学習への動機づけや卒業時の看護実践能力の向上，看

護師としてのアイデンティティを早期から確立することに

寄与すると考えられた。また，臨床を再現したシミュレー

ションラボがあることで，学生は学内演習時から具体的

なイメージをもちながら技術演習に取り組むことができ，

効果的な学習ができる環境となっていた。

講義の聴講では，Akiko Kobayashi准教授の周手術期

表 1　平成 29 年度海外研修日程
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1 3/17 (ౖ) ड़ࠅɼϫγϱκϩη 
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8 3/24 (ౖ) ώΨϧָݜर  
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 ߕۯࡏࠅɼ෨ࠅؾ (݆) 3/26 10



134

看護に参加した。20名程度の少人数クラスであり，学生

は各自ノートパソコンを持参し，事前に配信されている

講義資料を映し出しながらペーパレスで行われていた。

学生は予習をした上で講義に臨むのが当然であり，教員

は発問によって学生の理解を確認しながら講義を進めて

いた。学生から教員への質問も自由に行われ，教員と学

生の対話による相互作用の中で効果的な講義が構築され

ており，アクティブ・ラーニングの実際を見ることができ

た。米国の看護学生の主体的な学習態度を目の当たりに

した本学の学生にとっては大きな刺激となり，自身の学

習態度を見つめ直すよい機会となっていた。

（2）研修学生への講義

①「米国の保険医療制度・RNの役割」

Kobayashi准教授より，日米の保険医療制度の比較と

米国の看護教育制度および RNの役割・責任について

講義を受けた。米国の病院には外来機能がなく，入院機

能のみであることが一般的となっている。米国は日本の

ような国民皆保険制度ではなく，多くは，個人が加入す

る保険のタイプによって受けられる医療が決定されるシス

テムとなっており，受けられる医療サービスには個人差

が生じる。また，多くの医師は病院に雇用されるのでは

なく，家庭医として継続して患者の診療にあたっており，

担当患者が入院した場合，その医師が契約する病院で継

続して治療を行うシステムとなっている。

病院での RNの役割には，投薬・複雑なドレッシング

剤交換・アセスメント・患者教育・CNA（&HUWL¿HG�1XUVH�

Aide）への看護業務の委任（ベッドメーキング・清拭・食

事介助・歩行介助・排泄介助等）がある。さらに，専門

教育を受けて認定されれば RNでも気管内挿管や動脈血

採血，化学療法の投薬が実施できる。日本の看護師と比

較すると，個々の RNの自律性は非常に高く，患者の健

康状態を的確に臨床判断し必要な医療やケアをマネジメ

ントする力が求められ，重い責任を担っていることが理解

できた。また，日本では医師のみにしかできない診療行

為が看護師にも役割拡大されていることも重要な点であっ

た。その一方で，患者の日常生活支援は CNAおよび LVN

（Licensed Vocational Nurse）に移譲され，効率的に看護

を提供する体制が築かれている。在院日数が非常に短い

米国においては，病院で働くRNは高度な急性期医療に

対応できる力が特に求められている現状が理解できた。

②「異文化理解と看護」

異文化看護を専門とするAnne Gewe教授より講義を

受けた（写真 1）。日米の文化や価値観の相違，看護へ

の活用について I. B. Mayerの基本的価値理論やM. M. 

Leiningerのサンライズモデルを使い，学生と教員がとも

にディスカッションしながら考察を深めた。その中で，日

本と異なる米国における看護教育の価値基盤には，「クリ

ティカル・シンキング」「エビデンス・ベイスド」「アク

ティブ・ラーニング」「システム思考」「自律性」がある

ことを理解した。この過程を通して，学生はグローバル

なものの見方や理論活用の方法を学び，自国の文化や

価値を見つめ直す機会となった。

（3）コミッショニング・セレモニーの見学

バイオラ大学では，これまでの戴帽式に代わるコミッ

ショニング・セレモニーを年 1回実施しており，研修中

にそのセレモニーを見学することができた。バイオラ大

学の学生は 2年間の教養科目や専門基礎科目を履修後，

合格率が 5割程度とも言われる厳しい試験に合格するこ

とで看護専門科目に進むことができる。看護専門科目に

進み，これから臨床実習に出る学生に対してこのセレモ

ニーが開催される。家族や友人が見守る中，学科長より

学生一人一人にポケットサイズの聖書と聴診器が手渡さ

れる。聖書にはこれから始まる看護師としての歩みの中

で，目の前の患者に対して，また看護師として自らが苦

悩する時にいつでも祈りができるようにという思いが込め

られている。手渡される聴診器とは，新生児が初めて呼

吸する音から，人の命が終わる最期の呼吸の音まで聴き

写真 1　Anne 教授の講義
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取る道具であり，看護の仕事の尊さが込められていた。厳

粛さと祝福が入り混じった雰囲気の中でセレモニーが執

り行われており，宗教的な儀式であるとともに看護職とし

ての始まりを迎える大切な節目でもあった。臨地実習で

学ぶことや看護師を目指すことへの思いを本人，家族，

大学教員で共有できる機会をもつことは，今後，様々な

困難に直面するだろう学生にとって非常に意義深いもの

であり，学生を支える家族や教員にとっても意義のあるも

のと感じられた。

2） プリスビテリアン・インターコミュニティ・ホスピタル

（PIH）での研修

PIHは，第 2次世界大戦後の軍人の療養施設として

1959年に設立された病院である。現在は 500床を有し，

地域医療を担う有数の総合病院となっている。PIHでは

約 1,000人の看護師が勤務しており，日勤・夜勤の 12時

間シフトとなっている。日本のように日勤と夜勤が混じっ

た勤務形態ではなく，看護師は日勤と夜勤どちらかを選

択し，週 3日勤務している。さらに昼夜問わず 4対 1の

看護体制となっており，日本に比べ非常に充実した体制

であり，夜勤の負担も少ない。

（1）看護師（RN）へのシャドーイング

本研修では，PIHに勤務し，日本語通訳できるRNに

協力依頼し，シャドーイング実習をさせてもらった。病棟

内を視察し，実際のケア場面や退院カンファレンス等の

見学をした。病室は全て個室であり，各病室にはパソコ

ンが設置され，病室で一連の看護が完結できるような環

境となっていた。プライマリー・ナーシング方式で看護

が提供されており，入院から退院まで受け持ち RNが責

任をもってケアマネジメントしていた。点滴や内服等の薬

品類が管理される部屋は施錠され，IDカードによって入

室する。看護記録や電話をかける部屋はスタッフステー

ションとは別室となっており，スッタフステーションにはク

ラークのみが常駐していた。ナースコールや家族からの

問い合わせがあれば，各スタッフが携帯しているボイス

セルラーフォン（音声認識通話機器）で迅速に担当 RN

に連絡し対応するシステムとなっている。RNはパート

ナーを組む CNAとともに患者のケアを協働し，退院カン

ファレンスへの参加，医師への報告や指示受け等を中心

に活動していた。日本では，チーム・ナーシングやパー

トナーシップ・ナーシング・システムなどチームで看護を

提供する方式が主流であるが，米国ではプライマリー・

ナーシングが基本である。日本では，患者ケアの公平性

や平等性が重んじられる傾向にあり，看護師主体の効率

的な看護方式を取り入れていることが考えられるが，個

を重んじる米国では，患者の個別性を大切にする看護方

式が定着していると考えられる。米国では，個々の看護

師の裁量が大きい分，責任も強く求められる。日本に比

べ，個々の看護師の臨床判断能力やリーダーシップ能力

がより求められることが理解できた。環境面では，安全

管理に対する意識の高さを実感した。また，ITを駆使し

た看護業務の効率化が非常に進んでおり，学ぶべき点が

多くあったと考える。効率化については，PIHにはモニ

ターテックといわれる有資格者が院内に常駐しており，心

電図モニタ装着患者の波形観察をすべて委任されている。

異常があれば担当 RNに迅速に報告し，対応するシステ

ムとなっていた。スッタフステーションにある心電図モニ

タを常に気にしながら多くの患者を受け持ち，様々な業

務に追われる日本の看護とは異なり，本来の看護師とし

ての役割に従事できる環境となっていることが理解できた。

（2）多文化への対応

米国，とくにカリフォルニア州では様々な人種や国籍を

もつ住民が多く，医療面でも多文化への対応のニーズが

高い現状にある。日本に比べ，働くスタッフも多国からの

移住者が多く，多文化をもつ職場環境である。患者の治

療方針を決定する際のインフォームド・コンセントの場面

では，異なる言語を使う患者の場合に対応が困難となる。

英語や主要な外国語であれば院内スタッフで対応できる

が，そのような対応が難しい場合に，米国では医療通訳シ

ステムが利用できる。患者や医療スタッフは，モニタを通

して医療通訳者からの支援を受けることができ，インフォー

ムド・コンセントの際に活用されている。日本では多文化

への対応はそれほど進んでいないと思われるが，在留外

国人が増加する昨今，今後ますます多言語への対応が求

められてくると考えられる。医療通訳者の養成や米国のよ

うな医療通訳システムの確立が急務であると考えられた。
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3）セント・ジョセフ病院での研修

セント・ジョセフ病院はオレンジ郡にあり，1929年に

聖ジョセフ教会のシスターによって設立された。米国で

10番目に規模の大きい医療保健機関であるセント・ジョ

セフ・ヘルスが管轄する 500床規模の総合病院であり，

キリスト教精神に根差し，地域医療に貢献している。広

い敷地内にはチャペルがあり，誰もがいつでも祈りがで

き，自然豊かな中庭やいたるところに絵画が設置され，穏

やかな療養環境であった。また，セント・ジョセフ病院

は看護の質が高いとされるマグネット・ホスピタルの認

証を受けている。本研修では，院内の様々な施設を視察

し，マグネット・ホスピタルについて，セント・ジョセフ

病院における看護実践についての講義を受けることがで

きたため報告する。

（1）マグネット・ホスピタルについて

マグネット・ホスピタルとは，米国看護師資格認定セ

ンター（ANCC: American Nurses Credentialing Center）に

よって認証された病院のことである。卓越した看護実践と

患者アウトカムが認められた医療機関のみが ANCCから

認証を受けることができる。2018年において，全米 6,300

病院のうちマグネット・ホスピタルの認証を受けているの

は 475病院のみである。海外でも 8病院が認証を受けて

いるが，日本国内で認証を受けている病院はない。4年

毎の更新制となっており，セント・ジョセフ病院は 3期連

続で認証を受け続けている。さらに 2020年の 4期目の

更新に向けて現在準備が進められており，米国において

看護の質が非常に高い病院の一つであると言える。

ANCCによるマグネット・モデル（図 1）では，「構造

的エンパワメント」「模範的でプロフェッショナルな実践」

「新たな知識および革新と改善」「変革型リーダーシップ」

が相互作用することによってよりよいアウトカムを実証し

ていく看護実践モデルが示されている 8）。また，この実

践モデルを基盤にした 14の評価項目があり，看護の質

の評価には褥瘡発生率，転倒発生率，1患者 1日当たり

の看護ケア時間，患者満足度，看護師満足度などが含

まれる。マグネット・ホスピタルの成果として，看護師の

離職率の低下によって経験豊富な看護師や学歴のある看

護師が蓄積され，このことが患者の合併症の減少による

良好なケア量のコントロールや在院日数の低下に繋がり，

患者満足度を高めることに繋がり，安定した職場環境が

形成されることとなる。

（2）セント・ジョセフ病院における看護実践

セント・ジョセフ病院では，マグネット・モデルを実践

するために，ジーン・ワトソンのヒューマン・ケアリング

看護理論の枠組みを活用した病院独自の看護実践モデ

ルを構築している。患者，家族，コミュニティおよびケア

チームに対する尊厳・サービス・正義・卓越性を看護実

践モデルの中心に据え，よりよい多職種連携・看護実

践・ケアリングによって看護の質を高めていくというもの

である。特に，看護師の臨床実践能力の向上，リーダー

ナースの育成に取り組んでいるほか，スタッフナースの

代表者が看護管理者の会議に参加し，組織における意

思決定に参画する Shared-Governanceを実践しており，よ

りよい組織づくりを積極的に行っている。

マグネット・ホスピタルとして求められるものに，エビ

デンスに根差した看護実践がある。その一例として，セ

ント・ジョセフ病院では患者の転倒予防を目的とした AI

を活用している（写真 2）。転倒リスクのある患者のベッ

ドサイドにこの AIが搭載された機器を設置し，中央監視

システムによって患者の行動を把握するものであり，この

システムの導入によって転倒患者が減少したというアウト

カムが出されている。臨床研究の結果を看護実践に積極

的に活用することの重要性と，そのことが患者中心の質

の高いケアに繋がるということを改めて考える機会となっ

た。

図 1　ANCCによるマグネット・モデル
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4）サウスベイ・ヘルスケアセンターでの研修

本センターは 1996年に設立され，日系アメリカ人が多

く居住するサウスベイ地区の高齢者を中心に施設ケアを

提供している。在宅復帰を目指しリハビリテーションを行

う中間施設としての機能と長期療養病床を有する 100床

の施設である。RN・LVN・CNAによって看護が提供さ

れており，日系人の多い施設特性から，日本文化を取り

入れた様々なアクティビティケアが行われていた。学生は

日本語が話せる入所者と積極的にコミュニケーションを図

り，入所者の故郷の話を傾聴し，現在の生活状況を見聞

きしながら交流を図った。

3．異文化交流

1）ホームステイ体験・フェアウェルパーティー

学生は現地でホームステイ体験をした。バイオラ大学

の関連の教会組織に属するファミリーの協力を得て実現

された。5日間，現地の家庭で生活をともにしながら，ロ

サンゼルス近郊の地域探査や教会での礼拝，ホームパー

ティーへの参加等，学生を温かく迎え入れてもらうことが

できた。ホームステイが初めての学生がほとんどであっ

たが，ホストファミリーと様々な会話を楽しみ，お互いの

文化に触れ合い，学生の積極的な姿勢が引き出される

機会にもなった。ホームステイ最終日には，ホストファミ

リーやバイオラ大学教員への感謝の思いを込めて，フェ

アウェルパーティーを開催した。開会時には，ホストファ

ミリーにとって馴染みのある讃美歌を参加者全員で歌い，

食事をともにしながら学生たちは感謝の思いをそれぞれ

が表現し，ともに過ごした（写真 3）。

2）現地の看護学部生との交流

バイオラ大学での研修中，看護学部生を囲んでランチ

交流する機会をもった。20名近くの学生が参加し，学生

同士で日米での文化の相違や様々な情報交換をしていた。

また，互いに看護学生としての思いを語り，看護師にな

ることへのモチベーションを高め合う機会となった。

3）全米日系人博物館（JANM）の視察

本研修における地域探査の一つとして，JANMの視察

を行った。1800年代後半より1924年の「排日移民法」

が施行されるまで，多くの日本人が職を求めてハワイや

米国本土に移住する動きがあった。特に，カリフォルニ

アに移住した日本人は多く，大規模農場で労働者として

働き，中にはその経営者として成功した者もあり，次第

に日系人のコミュニティを形成した。しかし，第 2次世界

大戦が始まり，特に日本軍による真珠湾攻撃以降は米国

における排日運動が高まり，日系人は強制収容所に収容

され，過酷な環境での生活を余儀なくされた 9）。このよう

な日米の歴史について，本研修を通して初めて知る学生

もおり，歴史的な知見を深めるよい機会となった。

III．学生による研修評価

本研修の評価の明確化のため，研修終了時に参加学

生を対象としたアンケートを実施した。アンケート内容は

写真 2　AI による転倒予防のモニタリング機器 写真 3　フェアウェルパーティーの様子
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研修日程・費用・研修内容・事前学習・研修における

学び・自己成長等 18項目であり，自由記述を含むもの

であった。その結果，研修プログラムの内容については

概ね満足度が高く，特に，バイオラ大学における研修や

看護学部生との交流は非常に満足度が高い結果となった。

また，PIHやセント・ジョセフ病院での視察の満足度も

高く，研修プログラム全体の評価は良好であった。一方，

研修費用の項目において半数を超える学生が満足でない

と回答しており，本研修における課題が明らかとなった。

また，学生の研修を通しての学び，自己成長については，

表 2に示したアンケートの自由記載欄から明らかとなった。

IV．考　察

1．米国における看護の実情

本研修を通して，米国の看護師は日本と比べて自律性

が高く，個々の看護師の裁量が大きいことが理解できた。

また，米国には NP（Nurse Practitioner）・CNS（&HUWL¿HG�

Nurse Specialist）・RN・LVN・CNAといった多様な看護

師の認定制度が存在し，NP，CNS，RNは看護職のリー

ダーとして LVNや CNAに役割を委譲しながら看護を提

供している現状がある。また，看護師以外にも，心電図

やあらゆる機器のモニタ管理をする技師も多様に存在し，

各専門職の役割と責任が明確となっていた。武藤 10）は，

「スキルミクス」という概念について，チーム医療とは違

い，さらに一歩進んだ医療チーム内における権限と責任

の委譲や，新たな職種の創設を含む概念であると述べて

いる。米国の医療では，従来医師が行ってきた診療行為

を他職種や新たな専門資格を創設することで，権限委譲

や機能分化が積極的に行われており，スキルミクスが実

践されていると言える。現在，日本でもチーム医療が推

進され，院内における様々な多職種チーム活動が行われ

ている。また，看護においては病棟や外来では以前から

看護助手が配置され，煩雑な看護業務をサポートする体

制が構築されている。しかしながら，改めてスキルミクス

という視点で考えてみると，日本では米国のように新たな

資格の創設や権限委譲は進んでいない現状にあり，看護

職の役割拡大についても二の足を踏んでいる状況が続い

てきた。中村 11）は，真のスキルミクスには専門職の人材

育成が不可欠であると述べている。米国のような質の高

いスキルミクスを確立させていくためには，専門性を高

めるための看護教育をいっそう充実させ看護の役割拡大

や質の担保を図りながら，他職種への役割委譲によって

表 2　研修による学生の学び（アンケート自由記載）
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ケアの効率化を推進していくことが重要であると考える。

井上ら 12）は，クリティカルケア看護師の侵襲的医療処

置の実施状況について調査した結果，いわゆるグレー

ゾーンと言われる 24項目の医療処置のうち，11項目は

日常的に看護師が実施していることを明らかにした。看

護師の実施率が高かった医療処置の中には，鎮痛剤の

量調節，ウイニングダイアル調節，NPPVの調節など高

度な臨床判断が求められる内容も含まれており，看護師

は独自に臨床判断しても医師へ提案や相談をしたうえで

実施している現状が明らかとなった。現在，特定看護師

や診療看護師の養成が進んでおり，日本においても看護

師の役割拡大の動きがみられている。バイオラ大学の教

員との意見交換では，グレーゾーンの中で看護師が診療

行為を行う危険性について指摘された。訴訟大国の米国

では，個人に対して責任が問われる背景がある。個々の

看護職の裁量が大きい分，判断した内容や実施した行為

への責任が大きく問われる現状にあり，それぞれの専門

職の役割や線引きが明確にされる必要がある。たとえ日

本のように医師に相談や確認をした上で実施したとしても，

万が一，訴訟となった場合に覆される可能性があるとの

指摘があった。また，井上ら 12）は，役割拡大されないこ

とによる弊害にも目を向ける必要あると述べており，看護

師が自律して臨床判断し，実践できることで，患者や家

族中心に治療やケアを進めることができると考えられる。

これらのことから，法的整備やガイドライン等の整備とと

もに，看護基礎教育から適切に臨床判断できる看護師を

養成していくこと，臨床看護師の教育体制の充実を図る

こと，さらには高度看護実践者の育成教育の充実によっ

て積極的に役割拡大を進めていくことが今後の医療・看

護の進展に重要であると考えられる。

2．国際交流活動による学生の学びと成長

本研修に参加した学生の半数以上は初めて海外に渡航

する者であった。文部科学省 13）によると，日本人の海外

留学者数は 2004年をピークに減少しており，18歳人口千

人あたりの日本人留学生数は横ばいで推移している。また，

大学間での協定等による日本人学生の海外派遣は少しず

つではあるが増加傾向にある。留学を阻害する要因には，

就職への影響や経済状況，大学の留学体制の整備の問

題，語学力の問題等様々な要因が考えられるが，現代の

若者の内向き指向も大きく影響すると考えられる。本研修

への参加募集について，事前アンケートでは海外研修に

関心のある学生の割合は高かったものの，実際に参加希

望した学生は少数であった。興味・関心があっても実際

の応募に繋がらない背景には，実習への影響や経済的問

題，語学力の不安などが実際に学生の声として聞かれた。

参加学生は，米国の医療や教育，文化に触れることに

よって非常に大きな刺激を受け，自己成長を強く実感し

ていた。現地で働く日本人看護師や大学教員から具体的

な助言や体験を聞くことによって，単なる興味から，実

際に自分も海外で働いてみたいという意識に変わる学生

もみられた。ホームステイ体験では宗教に触れることに

よって，多文化をもつ対象への看護やスピリチュアルケ

アに関連づけて考えを深められる学生もいた。語学力の

不安をもちながらも現地の人々とかかわることで，英語

力の向上のみならず，学生の積極性や主体性が引き出さ

れ，非言語的コミュニケーションを織り交ぜコミュニケー

ションを図る姿があらゆる場面で見られた。参加学生は，

様々な場面で自律的に行動しており，現地で積極的に知

識を吸収しようとする主体的な学習態度が自然に引き出

されていた。さらに，米国の学生のアクティブ・ラーニン

グの実際をみることで，自らの学習態度を見つめ直し，主

体的に学ぶことの大事さに気付いていた。このことは，今

後の行動変容に繋がることが期待された。そして，今回

の研修を機に，何事にも挑戦することの大切さを学び，今

後，自身がどのように看護職としてキャリア形成していき

たいか，どのような生き方をしていきたいかについて，前

向きな希望をもって具体的に考えることができるように

なったと考える。以上のことから，参加学生は研修を通

して，自己の内面の変化に気付き，自己成長する機会を

得るとともに，グローバルな視点で看護を考えることや，

多文化共生についての意識が向上したと考えられる。ま

た，研修で養われた積極性や主体性によって，その後の

学習態度の変容や看護職としてのよりよいキャリア形成を

期待できると考える。
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3．国際交流活動の今後の課題と展望

筆者らは，看護学部において初となる海外研修を企

画・運営することとなり，米国において長年の看護師経

験をもつ教員を要に，あらゆることを模索しながらなんと

か実施にたどり着いた。

現在，私立看護系大学における国際交流活動は組織

的に活発に行われており，海外留学や海外研修を大学の

特色として広報活動される場合もある。本学においても

積極的に国際交流活動を推進していくことは大学の魅力

や特色に繋がるものと考える。多くの私立看護系大学で

は，国際交流センター等の独立した組織部門を設置し，

大学予算で運営されている現状にある 4）。国際交流セン

ター等の組織をもたないまでも，教員・大学・事務が協

働して運営している場合が多く，本学のように教員のみ

で実施している割合は最も少ない 4）。また，本研修は，看

護学部独自の海外研修であり，活動が予算化されていな

い状況の中で実施しており，引率教員の負担は大きかっ

た。今回，米国の医療に精通し，語学が堪能な教員が

引率者に含まれていたことで，医療施設や大学で行われ

た講義において，看護学の専門的知識を踏まえた質の高

い通訳の役割を果たすことができた。しかしながら，国

際看護の経験や現地での学習支援ができる教員が少な

い現状を考えると，今後は引率教員の語学力向上を含め，

研修経験や自己研鑽を積んでいくことが必要である。国

際交流活動をする上での課題には，人材不足，教員へ

の負担，資金不足，引率教員の語学力の問題が挙げら

れている 4）が，本学においても他大学と共通した課題が

あると言える。

山口ら 6）は，看護教員が国際交流活動に参加すること

によって，語学力の向上やグローバルな視点を養う機会

となると述べており，海外研修を通して学生とともに教員

も学び，成長することが今後の国際交流活動の発展に繋

がるものと考える。

本学看護学部における国際交流活動を今後も発展的

に継続させていくために，まずは学生の語学力や渡航へ

の不安を解消することが必要であり，広報活動の工夫や

早期から事前学習を推進していきたい。これらによって，

学生が積極的に海外研修に参加できる環境づくりをして

いきたいと考えている。さらに，研修中には，学生が知

識と経験を統合できるような効果的な学習支援のあり方

について検討していきたいと考える。

さらに，本当の意味で国際交流を実現していくために

は，単に一方向的な短期研修を実施するだけではなく，

大学間または学部間での協定を結んだ上で，双方の学生

および教員が互いに行き来し，積極的に学術交流できる

環境づくりが望まれる。
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